学校の 向 ひなる、 「カツ フエ ェ • ミネ ルヮ」 とい ふ 店に 

入りて、 珈琲の み、 酒く みか はしな どして、 おも ひお 

も ひの 戯 す。 こよ ひも 瓦斯 燈の 光、 半ば 開きた る 窓 

に 映 じて、 内に は 笑 ひさ ざめ く 声 聞 ゆる をり、 かどに 

きかかり たる 二人 あり。 

先に 立ちた る は、 かち 色の 髪の そそけ たる を 厭 はず • 

幅広き 襟 飾斜に 結びた る さま、 誰が 目に も、 ところ 

の 美術 諸 tM^ と 見 ゆるなる べし。 立ち 住り て、 後なる 色 

黒き 小男に 向 ひ、 「ここな リ」 とい ひて、 戸口 を あけつ _ 

先づ 二人が 面 を撲っ はたば この 烟 にて、 遽に入 

りたる 目に は、 中なる 人 を も 見 わきがた し。 日 は 暮れ 



きわだ にぎわ おお づくぇ 

中に も 際立ちて 賑 しき は 中央なる 大卓 を 占めたる 

ひとむれ ひと リ 

一群な り。 よそに は 男 客の みなる に、 独 ここに は 

おとめ こ 

少女 あり。 今 エキス テルに 伴 はれて 来し 人と 目 を 合 は 

せて、 互に 驚きた る 如し。 

来し 人 はこの 群に 珍ら しき 客 なれば にや。 また 少女 

あ あまり まえび さし 

の 姿 は、 初めて 逢 ひし 人 を 動かす に 余 あらむ。 前 庇 

広く 飾な き帽を 被ぶ リて、 年 は 十七、 八ば かりと 見 ゆ 

かん あざむ 

る 顔ば せ、 H ヌスの 古 彫像 を 欺け り。 その ふるま ひ 

おのず か けだか 

に は 自 ら 気高き 処 ありて、 かいなでの 人と 覚えず。 

エキス テルが 隣の 卓なる 一人の 肩を拍 ちて、 何事 を か 

語ゐ たる を 呼びて、 「こなたに は 面白き 話 一 つす る 人 



のみ 急がれし ゆ ゑな リ。 され ど 再び ここに 来て、 君ら 

いんねん 

がまと ゐに 入る ことと なりし、 その 因縁 をば、 早く 当 

時に 結びぬ。」 

「大人気な しとい ひけたで 聞き 玉へ。 謝 肉 〔# 「謝 肉」 

の 左に 「カルネ ヮル」 と ルビ、 42-14U の 祭、 はつる 曰の 事 

やかた 

なりき。 『ピナ コテ ェク』 の 館 出で し 時 は、 雪い ま晴 

ちまた なかみち ひと ひと 

れて、 街の 中道なる 並木の 枝 は、 一 つ 一 つ 薄き 氷に て 

つつまれ たるが、 今 点ぜし 街燈に 映 じたり。 いろいろ 

ころも ひゃく まなこ 

の 異様なる 衣 を 着て、 白く また 黒き 百 眼 掛けた る 人、 

ゆきき もうせん 

群 をな して 往来し、 ここ かしこなる 窓に は 毛氈 垂れて、 

物見と したり。 カルルの 辻なる 『カツ フエ ェ . 口 リア 



みて 語りつ づけぬ。 

いっとう 

「われ も 片隅なる 一 榻に 腰掛けて、 賑 はしき さま 打 見 

る ほどに、 門の 戸 あけて 入りし は、 きたなげ なる 十五 

イタリアぐ リ かみ づっ 

ばかりの 伊太利 栗う りに て、 焼 栗 盛りた る 紙 筒 を、 

うずた か 

堆く 積みし 箱 かいこみ、 『マロ ォ ニイ、 セニョ レ。』 

(栗め せ、 君) と 呼ぶ 声 も 勇ましき、 後に つきて 入りし 

おみな こ ふる 

は、 十二、 三と 見 ゆる 女の子な りき。 旧び たる 

たかじょ うずきん 

鷹匠 頭巾 〔# 「鷹匠 頭巾」 の 左に 「力 プゥ チェ」 と ルビ、 お- 

147 ふかぶかと 被り、 凍えて 赤うな りし 両手 さしのべ 

て、 浅き 目籠の 縁 を 持ちたり。 目籠に は、 常 盤 木の葉、 

すみれ 

敷き 重ねて、 その上に 時なら ぬ董 花の 束 を、 愛らしく 



結びた る を 載せたり。 『ファイル ヘン、 ゲ フェル リヒ』 

(すみれめ せ) と、 うなだれ たる 首 を 擡げ も あへ でい 

ひし 声の 清 さ、 今に 忘れず。 この 童 と 女の子と、 道 連 

れとは 見えねば、 童の 入る を 待ちて、 これ をし ほに、 

女の子 は 来しなら むと おも はれぬ。」 

「この 二人の さまの 殊 なる は、 早く わが 目 を 射き。 人 

ほとんど 

を 人と もお も はぬ、 殆 憎げ なる 栗う リ、 やさしく い 

とほ しげなる すみれう り、 いづれ も 群ゐる 人の 間 を 分 

まなか ちょうば 

けて、 座敷の 真中、 帳場の 前 あたりまで 来し 頃、 そこ 

に 休み ゐ たる 大学々 生らし き 男の 連れた る、 英吉利 種 

の 大狗、 いままで 腹 這 ひて ゐた りしが、 身 を 起して、 



この 董 花う りの 忍びて 泣かぬ は、 うきに なれて 涙の 泉 

か まど たつき 

涸れたり しか、 さらず は 驚き 惑 ひて、 一 曰の 生計、 こ 

や おもいいた 

れが ために 已ま むとまで は 想到ら ざり しか。 しばし 

ありて、 女の子 は 砕けの こりた る 花束 二つ 三つ、 力な 

げに拾 はむ とするとき、 帳場に ゐる 女の 知らせに、 こ 

あるじ 

この 主人 出で ぬ。 赤が ほに て、 腹 突きいだ したる 男の、 

白き 前垂した るな リ。 太き 拳 を 腰に あてて、 花売り 

の 子 を暫し 睨み、 『わが 店に て は、 暖簾 師 〔# 「暖簾 師」 

の 左側に 「ハウ ジィ レル」 と ルビ、 45-5〕 めいた る あきな 

さだめ と 

ひ、 せ させぬ が定 なり。 疾く ゆきね。』 とわめ きぬ。 

ただ ひゃく まなこ ひとしずく 

女の子 は 唯 言葉な く 出で ゆく を、 満堂の 百 眼、 一滴 



がく ゆるし 

の 額う つすべき 許 を 得て、 H ヌス、 レダ、 マドンナ、 

ヘレナ、 いづれ の 図に 向 ひても、 不思議 や、 すみれ 売 

ごと しょうげ 

のか ほば せ 霧の 如く、 われと 画 額との 間に 立ちて 障礙 

しょせん わざ お ぼっか 

をな しつ。 かくて は 所詮、 我 業の 進まむ こと 覚束なし 

こ なかいす おおい かわ 

と、 旅 店の 一 一階に 籠もりて、 長椅子の 覆 革 に 穴 あけむ 

いっちょう ふる 

とせし 頃 も ありし が、 一朝 大 勇猛心 を 奮 ひお こして、 

わが あらむ 限の 力 を こめて、 この 花 売の 娘の 姿 を 

むきゅう 

無窮に 伝へ むと 思 ひたちぬ。 さは あれ ど わが 見し 花う 

なが よろこび 

りの 目、 春 潮を眺 むる 喜 の 色 あるに あらず、 暮雲 を 

送る 夢見 心 あるに あらず、 伊太利 古跡の 間に 立た せて、 

ひとむれ しろば と 

あたりに 一群の 白 鳩 飛ばせむ こと、 ふさ はしからず。 



ふく ひとふき 

プ」 を 取りて、 中なる 水 を 口に 銜 むと 見えし が、 唯 一 嚷。 

「継子よ、 継子よ、 汝ら 誰か 美術の 継子なら ざる。 フィ 

レン チェ 派 学ぶ は ミケランジェロ、 ヰ ン チイが 幽霊、 

オランダ 

和 蘭 派 学ぶ は ルゥベン ス、 ファン. ヂ イクが 幽霊、 我 

国の アル ブ レヒト • ド ユウ レル 学びたり とも、 アル ブ 

まれ 

レヒト. ド ユウ レルが 幽霊なら ぬ は 稀なら む。 会堂に 

ねだん 

掛けた る 『スッ ヂィ』 二つ 三つ、 値段 好く 売れた る 

あか つき 

暁 に は、 われら は 七星 われら は 十 傑、 われら は 十二 

ほしいまま くず 

使徒と 擅 に 見た てしての われぼめ。 かかる ぇリ屑 

に ミネ ルヮの 唇い かで 触れむ や。 わが 冷たき 接吻に て、 

満足せ よ。」 とぞ 叫びけ る。 



中 

あやしき 少女の 去りて より、 ほどなく 人々 あらけ ぬ- 

帰り路に エキス テルに 問へば、 「美術学校 にて 雛 形と 

なる 少女の 一 人に て、 『フロイライン』 ハンス ルと いふ 

ものな り。 見た まひし 如く 奇怪なる 振舞す る ゆ ゑ、 狂 

女な リ ともい ひ、 また 外の 雛 形 娘と 違 ひて、 人に 肌 見 

せねば、 かたはに やとい ふ も あり。 その 履歴 知る もの 

なけれ ど、 教 ありて 気象よ の 常なら ず、 汙れ たる 行 t 



なければ、 美術 諸 生の 仲間に は、 喜びて 友と する もの 

多し。 善き 首なる こと は 見た まふ 如し。」 と 答へ ぬ。 

巨 勢、 「我 画かく にもよう あるべき ものな リ。 『ァ トリ 

ェ』 ととの はむ 日に は、 来よ と 伝へ たまへ。」 エキス テ 

ル、 「心得たり。 され ど 十三の 花 売 娘に は あらず、 裸体 

あやう 

の 研究、 危 しと はお も はず や。」 巨 勢、 「裸体の 雛 形せ 

ぬ 人と 君 もい ひしが。」 エキス テル、 「現にい はれたり。 

され ど 男と 接吻した る も、 け ふ 始めて 見き。」 エキス テ 

ルが この 言葉に、 巨 勢 は 赤うな りしが、 街燈 暗き r シ 

ルレ ル • モヌメ ント」 の あたりな りし かば、 友 は 見 ざ 

たもと 

りけ リ。 巨 勢が 「ホテル」 の 前にて、 二人 は袂を 分ち 



ぬ。 

のち 

一週 ほど 後の 事な りき。 エキス テルが 周旋に て、 美 

術 学校の 「アトリエ」 一間 を 巨 勢に 借され ぬ。 南に 廊 

ガラス おお まど なかば 

下 ありて、 北面の 壁 は 硝子の 大 窓に 半 を 占められ、 隣 

ほ もめん とば リ 

の 間との へだてに は 唯 帆 木綿の 幌 あるの み。 頃 はみ 

な 月半ば なれ ど、 旅立ちし 諸 生 多く、 隣に 人 も あらず、 

業妨 ぐべき 憂 なき を 喜びぬ。 巨 勢 は 画 額の 架 〔# 「架」 

の 左に 「スタッフ ァ ー ジュ」 と ルビ、 50-11U の： に 立ちて、 

今 入りし 少女に 「口 ォレ ライ」 の 画 を 指さし 示して、 

「君に 聞かれし はこれ なり。 面白げ に 笑 ひた はぶれ 玉 

ふとき は、 さし もお も はれね ど、 をり をり 君が おも 影 



の、 ここなる 未成の 人物に いと ふさ はしき とき あり。」 

少女 は 高く 笑 ひて。 「物 忘した まふな。 おん 身が 

もと 

『口 ォレ ライ』 の 本の 雛 形、 すみれ 売の 子 は 我な りと は、 

先の 夜 も 告げし もの を。」 かくい ひしが 俄に 色 を 正し 

て。 「おん 身 は 我 を 信じた ま はず、 げに それ も 無 現な 

らず。 世の 人 は 皆 我 を 狂女な りと いへば、 さお も ひた 

まふなら む。」 この 声 戯 と は 聞えず。 

巨 勢 は 半信半疑した りしが、 忍び かねて 少女に いふ、 

「余りに 久しく さいなみ 玉 ふな。 今 も 我が 額に 燃 ゆる 

は 君が 唇な り。 はかなき 戯と おもへば、 しひて 忘れむ 

いくたび まよい 

とせし こと、 幾 S か 知らね ど、 迷 は 遂に 晴れず。 あは 



れ 君が まことの 身の上、 苦しから ず は 聞かせ 玉へ。」 

まど もと こリ ふる 

窓の 下なる 小 机に、 いま 行李より 出した る 旧き 絵 入 

つか あぶら ぐ すず づっ キ セル 

新聞、 遣 ひさした る 油 ゑの 具の 錫 筒、 粗末なる 烟 管に 

まき タパ コ はし 

まだ 卷烟 草の 端の 残れるな ど 載せた る その 片端に、 巨 

づ え とういす 

勢 はつら 杖つ きたり。 少女 は 前なる 籐の 椅子に 腰かけ 

て、 語りいで ぬ。 

「まづ 何事よりか 申さむ。 この 学校に て 雛 形の 鑑札 受 

くると きも、 ハンス ルと いふ 名に て 通し たれ ど、 そ は 

まこと 

我 真の 名に あらず。 父はス タイン バハ とて、 今の 国 

王に 愛でられて、 ひと 時 栄えし 画工な りき。 わが 十二 

ふゆ その 

の 時、 王宮の 冬 園 〔# 「冬 園」 の 左に 「ヴ インテル ガル テ 



ン」 と ルビ、 51-12〕 に 夜会 ありて、 二親み な 招かれぬ。 

宴 闌 なる 頃、 国王 見え ざり ければ、 人々 驚きて、 

- つつしう そ-つもく ガラス 

移植 ゑし 熱帯 草木い やが 上に 茂れる、 硝子 屋根の 下、 

その 

そこ かこ こかと 捜し もとめつ。 園の 片隅に は タン ダル 

きざ 

ヂ ニスが 刻める、 ファウストと 少女との 名高き 石像 あ 

リ。 わが 父の その あたりに 来たりし 時、 胸 裂く る やう 

なる 声して、 『助けて、 助けて』 と 叫ぶ もの あり。 声 を 

こがね まるてんじょう 

しるべに、 黄金の 弯 窿ぉ ほひた る、 『キオスク』 

あずまや しゅろ 

(四阿 屋) の 戸口に 立 寄れば、 周囲に 茂れる 稷櫚の 葉に、 

瓦斯 燈の光 支 へられた るが、 濃き 五色に て 画きし、 窓 

硝子 を洩リ てさし こみ、 薄暗く あやしげなる 影 をな し 



親の 帰る を 待ちし に、 下女 来て 父母 帰り 玉 ひぬ とい ふ。 

喜びて 出迎 ふれば、 父舁 かれて 帰り、 母 は 我 を 抱きて 

泣きぬ。」 

少女 は暫 らく 黙し つ。 けさより 曇りた る 空 は、 雨に 

なりて、 をり をり 窓 を 打つ I 卞、 はら はらと 音す。 巨 勢 

いふ。 「王の 狂人と なりて、 ス タルンべ ルヒの 湖に 近き、 

ベル ヒと いふ 城に 遷 され 玉 ひし こと は、 きの ふ 新聞に 

て 読みし が、 さて は その 頃よりか かる 事 ありし か。」 

少女 は 語 を 継ぎて。 「王の 繁華の 地 を 嫌 ひて、 鄙に 

住ま ひ、 昼寝ね て 夜 起きた まふ は、 久しき ほどの 事な 

り。 独逸、 仏蘭西の t 戦 ありし 時、 加特カ 派の 国会に 打 



英吉利 人 の 住める に 雇 はれて、 小間使 になり ぬ。 

加 特カ教 信ずる 養父母 は、 英吉利 人に 使 はるる を 嫌 ひ 

ぬれ ど、 わが 物 読む ことな ど 覚えし は、 彼 家な りし 

雇 女 教師 〔# 「雇 女 教師」 の 左に 「グエル ナント」 と ルビ、 

55-1S の 恵 なり。 女 教師 は 四十 余の 処女な りしが、 家 

の 娘の たかぶり たるより は、 我 を 愛する こと 深く、 

三年が ほどに 多く も あらぬ 教師の 蔵書、 悉 く 読みき。 

ひがよ みは さ こそ 多 かりけ め。 また ふみの 種類 もまち 

まちな りき。 クニッゲが 交際法 あれば、 フム ボルトが 

長生 術 あり。 ギヨ ォテ、 シ ルレ ルの 詩抄 半ば じゅして 

キヨ ォニヒ が 通俗の 文学史 を繙 き、 ある はルゥ ヴル、 



その 悲し さ。 狂人に ならで もよ き 国王 は、 狂人に なり 

ぬと 聞く、 それ も 悲し。 悲しき ことのみ 多ければ、 昼 

せみ かわず 

は蟬 と共に 泣き、 夜 は 蛙 と共に 泣け ど、 あはれ とい ふ 

人 もな し。 おん 身の みは 情なく あざみ 笑 ひ 玉 はじと お 

もへば、 心の ゆく ままに 語る を 咎め 玉 ふな。 ああ、 か 

うい ふ も 狂気 か。」 



下 

11^-なき空に雨歇みて、 学校の 庭の 木立の ゆるげる 



認めら るれ ど、 山に 近き 南の 方 は 一 望き はみ なし。 

案内 知りた る 少女に 引かれて、 巨 勢 は 右手なる 石段 

ホ才フ 

を のぼりて 見る に、 ここ は 「バヮ リア」 の 庭と いふ 「ホ 

テル」 の 前にて、 屋根な き 所に 1^ 卓、 椅子な ど 並べた 

るが、 け ふ は 雨後 なれば しめじめ と 人げ 少し。 給仕す 

しもべ うわぎ 

る 僕 の 黒き 上衣に、 白の 前掛 したる が、 何事 を かつぶ 

やきつつ も、 卓に 倒し かけた る 椅子 を、 引 起して 拭 ひ 

のき かずら 

ゐ たり。 ふと 見れば 片側の 軒に そ ひて、 つた 蔓 から 

たな もと まる づ くえ 

ませた る 架 ありて、 その 下なる 円卓 を 囲みた る ひと 

群の 客 あり。 こ はこの 「ホテル」 に 宿りた る 人々 なる 

べし。 男女 打ち まじりた る 中に、 先の 夜 「ミネ ルヮ」 



き 目にあ ひける とき、 救 ひ 玉 はりし 君 を また 見む とお 

も ふ 心 を 命に て、 幾 歳 を か 経に けむ。 先の 夜 『ミ ネル 

ヮ』 にて おん 身が 物語 聞きし ときの うれし さ、 日頃 木 

の はしな どの やうに おも ひし美 術 諸 生の 仲間な り けれ 

ば、 人 あなづりして 不敵の 振舞せ し を、 はしたな しと 

や 見 玉 ひけむ。 され ど 人生い くばく も あらず。 うれし 

とお も ふ 一 弾 指の 間に、 口 張り あけて 笑 はずば、 後に 

くやしく おも ふ 日 あらむ。」 かくい ひっつ 被りし 帽を 

脱棄 てて、 こなたへ ふり 向きた る 顔 は、 大理石 脈に 熱 

おど こ-つべ 

血 跳る 如くに て、 風に 吹かる る 金髪 は、 首 打 振りて 長 

く 嘶 ゆる 駿馬の 鬣 に以 たりけ り。 「け ふなり。 け ふ 



神バ ヮ リア また 胸に 浮びぬ。 

国王の 棲めり とい ふべ ルヒ 城の 下に 来し 頃 は、 雨い 

よいよ 劇しくな リて、 湖水の かた を 見 わたせば、 吹 寄 

する 風 一陣々、 濃淡の 竪縞お り 出して、 濃き 処には 雨 

白く、 淡き 処には 風 黒し。 御者 は 車 を 停めて、 「しばし 

が ほどな リ。 余りに 濡れて 客人 も 風 や 引き 玉 はむ。 ま 

た 旧び たれ ども この 車、 いたく 濡らさば、 主人の，. 嗔に 

あ - つちお お ひとむ ち 

逢 はむ。」 とい ひて、 手早く 母 衣打掩 ひ、 また 一 鞭 あて 

て 急ぎぬ。 

雨な ほ を やみな く ふりて、 神お どろお どろし く 鳴り 

みち 

はじめぬ。 路は 林の 間に 入りて、 この 国の 夏の 日 はま 



公園の カロラ 池に て 舟 漕ぎし こと あり、 善くす とい ふ 

ひと なしえ 

にあら ね ど、 君 独り わたさむ ほどの 事、 いかで 做 得 ざ 

ら む。」 少女、 「庭なる 椅子 は 濡れたり。 されば とて 屋 

根の 下 は、 あまりに 暑し。 しばし 我 を 載せて 漕ぎ 玉 

へ。」 

なつが いとう き おぶ ね 

巨 勢 はぬ ぎた る 夏 外套 を 少女に 被せて 小舟に 乗らせ、 

かい こぎい 

われ は 櫂 取りて 漕 出で ぬ。 雨は歇 みたれ ど、 天な ほ 曇 

リ たるに、 暮色 は 早く 岸の あなたに 来ぬ。 さきの 風に 

揺られた る なごりに や、 ffi 敲く ほどの 波 はな ほ ありけ 

り。 岸に 沿 ひて ベル ヒの 方へ 漕ぎ 戻す ほどに、 レオニ 

の 村落 果 つる あたりに 来ぬ。 岸辺の 木立 絶えた る処 に、 



繁りぁ ひ 広 ごり て、 水 は 入江の 形 をな し、 蘆に まじり 

やみ 

たる 水草に、 白き 花の 咲きた るが、 ゆ ふ 闇に ほの 見え 

たり。 舟に は 解けた る 髪の 泥水に まみれし に、 藻屑 か 

かりて 僵れ ふした る 少女の 姿、 たれ か あはれ と 見 ざら 

む。 をり しも 漕 来る 舟に 驚きて か、 蘆 間 を 離れて、 岸 

のかた へ 高く 飛び ゆく 螢 あり。 あはれ、 こ は 少女が 

たま 

魂の ぬけ 出で たるに は あらず や。 

しばし ありて、 今まで 4^ 影に 隠れた る 苫屋の 燈 見 

えたり。 近寄りて、 「ハンス ルが家 はこ こなり や、」 と 

おとなへば、 傾きし 簷 端の 小 窓 開きて、 白髪の 老女、 

舟 を さし のぞきつ。 「ことし も 水の 神の 贄 求めつ るよ。 



よみがえ かばね かたわら 

ぬれ ど、 少女 は 蘇 らず。 巨 勢 は 老女と 屍の 傍に 

あと 

夜 をと ほして、 消えて 迹 なきうた かたのう たてき 世 を 

啷ち あかし つ。 

ゆうべ 

時 は 耶蘇 暦 千 八 百 八十 六 年 六月 十三 日の 夕 の 七 時、 

お ぼ そ 

バヮ リア 王ル ウド ヰヒ 第二 世 は、 湖水に 溺れて 殂 せら 

れ しに、 年老いた る 侍医 グッデン これ を 救 はむ とて、 

おと そうこん とど 

共に 命 を 損し、 顔に 王の 爪痕 を 留めて 死したり とい ふ、 

おそろしき 知らせに、 翌 十四日 ミュンヘン 府の 騒動 

はお ほかた ならず。 街の 角々 に は 黒縁 取りた る 張 紙に、 

この 1 訃音 を 書きた る ありて、 その 下に は 人の 山 をな し 

たり。 新聞 号外に は、 王の 屍 見出だし つる をリの 模様 
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